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② 事務事業の内容　※何をどのようにする事務事業なのか、市民が理解できるよう記述する、行政用語は使わない

　市の出身者であって、芸能等の分野において活躍している人や、市の発展に寄与している人に観光大使を委嘱する。市の観光・文

化・産業等の宣伝や市が実施する各種行事への協力等を通して市の魅力を全国に広くPRしてもらい、イメージの高揚を図ることで、

観光・文化・産業等の振興に貢献していただく。
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容は委嘱者に一任しており、観光大使用名刺のみ提供。

活動内容を一任していることから、活動内容を把握でき

ず、事業効果を適切に図ることが難しい。また、どの程度

の人に委嘱すべきかの判断が難しい。
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